
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 学校経営・運営ビジョン 

福島県立相馬総合高等学校 

スクール・ポリシー 
グラデュエーション・ポリシー 

○基礎・基本を大切にし、自ら学び続ける生徒。  

○思いやりを持ち、他者と協力して課題に向き合う生徒。  

○自分のことだけでなく、地域や社会の未来のために自ら行動できる 

生徒。 

カリキュラム・ポリシー 

○基礎・基本を身に付け、進路実現に向けて自覚を深める教育。 

○学び続ける意欲と課題に粘り強く取り組む姿勢を育む教育。 

○人々との交流を通して地域や社会への理解を深め、自分事として課 

題に取り組む教育。 

アドミッション・ポリシー 

○基本的な生活習慣が身に付いている生徒。 

○本校の特色を理解し、自己を成長させるために前向きに学ぶ生徒。 

○部活動やボランティア活動など、何事にも積極的に取り組む生徒。 

スクール・ミッション 
・校訓「誠実」「自律」「共生」「創造」のもと、
相双地区のキャリア指導推進校として文理教養、
スポーツ、芸術、生活福祉、産業ビジネスの５つ
の系列を持つ総合学科の高校 
・防災教育や震災の伝承活動を通して、地域で活
躍できる力や思いやりの心を持った、新しい社会
を共創する活力に満ちた人材を育成する学校 
・専門性を高める５つの系列の学びに加え、防
災・復興や未来のまちづくりに関わる地域の方々
や専門家と連携し、地域を学びのフィールドとし
た学習を推進し、地域社会の新たな発展を地域と
共に創造する学校 

 
 
 
 
 

 
校  訓 

 
 

校   章 
外側の円は海から昇る太陽

を、「S」は相馬総合・相馬東・

新地を表す。色彩は海の青と太

陽の輝きを表している。 

令和６年度の重点目標 

地域と連携した学びを展開します 防災・復興教育を推進します 

① 総合学科の特色を生かし、自己の在り方生き方を探

究させることで、学ぶ意欲と進路意識の高揚を図り

ます。 

② 一人一台端末の学習環境を活用し、学習指導法を工

夫改善することにより、主体的な学び、対話的な学

び、協働的な学びとなる授業を実践します。 

③ 予習・復習の仕方など、学習方法を指導し、自主的に

家庭学習に取り組む習慣を身につけさせます。 

④ 生徒の進路実現に向けて、個別指導を充実させ、きめ

細かな指導・助言に全職員で取り組みます。 

⑤ 生徒の心身の健やかな成長ために、保護者との情報

共有や教育相談体制の充実を図ります。 
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生徒一人一人が活躍できる教育を実践します 

① 連携型中高一貫教育を推進し、「地域とともにある学

校」として地域教育に貢献します。 

② 地域社会を学びの場とした探究的な学習活動に取り

組み、これからの地域社会の在り方について考え、行

動できる人材を育成します。 

③ 人々との交流を通して地域や社会全体の状況の変化

や課題を理解させ、多様な人々と協力・協働しながら

物事を進めることができる人材を育成します。 

④ ボランティア活動を推奨し、地域で活躍する人材を育

成します。 

 

① 命の尊さを学ばせ、健康と安全に関する意識を高

めます。 

② 防災訓練の充実を図り、防災意識を高め、主体的

に実践できる人材を育成します。 

③ 「祈りの石」と「おもひの木」による、東日本大震

災の経験を語り継ぐ学習活動を展開するとともに、

記憶を風化させないための諸活動を実践します。 

 祈 り の 石：相馬東高校での追悼の石碑 

 おもひの木：新地高校での追悼の沙羅の木 

④ 防災や復興に関する学習成果を自ら情報発信でき

る人材を育成します。 

誠 実 自 律 

共 生 創 造 

相馬東高校と新地高校が統合して、開校３年目

を迎えました。総合学科としての学びを深めるこ

とで、生徒一人一人の個性を伸ばし、地域に貢献

できる人材の育成に努めてまいります。 

校長 中村 康伸 


